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Abstract 
If developed nations, under the condition that the “nuclear military technology” exists, act in “global 
economy” according to “calculation rationality” as the behavioral principle, then the nuclear power 
generation appears necessarily.  However, it is possible for us to force “calculation rationality” to 
bear some “personality suitability” ――― to abandon nuclear power generation ――― from the 
standpoint of “rationality based on personal values”. 
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来のものであったが、“ Ａｔｏｍｓｆｏｒ Ｐｅａｃｅ” は、その
隠された意図においても、或る軍事的な意味を有って
いた。?核兵器に対する世界中の忌避意識を稀釈するこ























































３.２?“ Ａｔｏｍｓ  ｆｏｒ  Ｐｅａｃｅ” に対する各国の動向?
3.2.1? アメリカ―――発注ブームへ?
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3.2.2? フランス―――いち早く導入?
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に発している分だけ、決して絶えることのない強さを
有っているのである。??
もっとも、先ほど触れた「負の計算合理性」は、原
子力発電に固有のものであり、それ自身で原子力発電
は終焉に向かって行く運命にある。??
原子力発電を導入した先進諸国で、核分裂生成物が
続々と排出され、また耐用年数を過ぎた発電所が次々
と廃炉になっている。?それにつれて、高レベル放射性
廃棄物の処理費用や廃炉費用を、いやでも意識せざる
を得なくなってきている。?故意に建設とランニングの
費用だけを計算して「安上がり」を演出してきた欺瞞
は、もう通用しなくなっているのである。?
他方、再生可能エネルギーによる発電には、｢燃料」
が要らないという絶対的な利点がある。?建設費は、技
術開発と大量生産により将来確実に下がってくる。?原
子力発電は、いずれ再生可能エネルギーとの競争力を
失う。?
結局、原子力発電の低コストを根拠付けていた「虎
の子」の建設費とランニングコストの低廉さは、その
根拠を失い、いままで故意に眼を瞑っていた放射性廃
棄物処理や廃炉の費用も現実化してくる。?原子力発電
は、いままでそれを行動原理としてきた当の「計算合
理性」が、こんどは「負」の方向へ働くことによって、
終焉を迫られるのである。?
最終的には、原子力発電はその「燃料」が枯渇する。 
ウランは、ウラン２３５はもちろん、さらにウラン２
３８―――プルトニウム２３９の原料―――も、所
詮は「枯渇エネルギー」である。?しかしそれを待って
いては、それまでの間に、ウラン鉱の採掘、ウラン２
３５の濃縮、原子力発電所の稼動、放射性廃棄物の処
理、廃炉、等の全ゆる過程で、人々の生命や健康を危
険にさらし続け、心の平穏を害し続ける。「人格合理
性」に根ざす市民思想と反原発運動は、それを出来る
だけ早く終わらせる契機になり得る。「計算合理性」
の立場に立ったとしても、いつまでも原子力発電を要
めに据える経済構造に頼っていては、国にも企業にも
未来は無い。?再生可能エネルギーへのシフトは、出来
るだけ早いほうがよい。?
７.２?｢地球温暖化防止のため｣という議論について?
最後に、｢原子力発電は地球温暖化防止のために必要
である」という、よく持ち出される議論について一言
しておこう。?原子力発電には、思想の面でも「終焉」
してもらいたいからである。?
これぞまさに「毒を以って毒を制する」類いの議論
である。?人類が消費する化石燃料エネルギーは、発電
だけのものではない。?発電に使われるのは、それのほ
んの一部である。?その火力発電のうち、これまたほん
の一部を原子力発電に変えたとしても、地球温暖化防
止に貢献するのは、全化石燃料エネルギーのうち、ほ
んの数％に過ぎないだろう。?その分の二酸化炭素を削
減する替わりに、人類の生命や健康を危険にさらし、
放射能に対する大きな不安を世界へ与え続ける。?現実
に事故が起これば、放射能を世界中に撒き散らす。?二
酸化炭素の「毒」どころではない。?放射能という「毒」
は人々の生命や健康に対して直接に･しかも強烈に害
を及ぼすのである。?ほんの僅かの貢献―――それくら
いならば再生可能エネルギーでも可能である！―――
のために、桁違いの害悪を流す。?己れの大きな「毒」
を敢えて隠し、ほんの僅かな「薬」の効きめのみを強
調するという欺瞞が、この議論には在る。?
更に言えば、何かを主張するためには、そうするだ
けの資格が必要である。?地球温暖化と原発の事故は、
共通の根―――理性の不完全性―――に発している。?
理性の不完全さが生み出した地球温暖化に、原発の推
進を以って対処しようという思想は、その原発を作り
出す理性の不完全さに気付かない、実に愚かな思想な
のである。?地球温暖化を生ぜしめた理性には、己れの
不完全さを棚に上げ、原発の推進を以ってそれに対処
すると主張する資格など、もともと無いのである。?
より本質的には、この議論が拠って立つ思想そのも
のに大きな誤りが在る。?
近世以降の理性は、「自然支配」の思想に立ってきた。?
産業革命以来、自然を支配し利用し尽してきた結果が、
環境破壊であり、地球の温暖化であった。?人間は、自
然を支配すべきものではなく、逆に人間は自然に「依
存」しているのである。「環境」の分野では、そのこと
にだんだん気付いてきている。?
しかし、原子力発電を推進しようとする人たちは、
未だにそれに気付いていない。??
核分裂物質の陽子･中性子の数と、核分裂によって生
成される複数の物質の陽子･中性子それぞれの数の合
算を比べれば、後者では中性子の数が減っている。?そ
の分だけ「エネルギー」に変化する。?分かっているの
はその現象だけである。?核兵器も原子力発電も、それ
を「応用」しているだけのことである。?しかし、物質
という形を有ったものが、どうしてエネルギーという
形を有たないものに変わり得るのか、そのことの「不
思議」については、何も分かっていない。?現象の本質
が何も分からないまま、理性は核分裂の過程を完全に
制御でき、それを応用できると、勝手に思い込んでい
る。?相い変わらず、理性は自然を完全に支配すること
ができ、また支配すべきであると、思い込んでいるの
